
（平成2 6年度採択   文部科学省科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業）  

日 時  平成２７年１２月１１日（金）  １３：３０～１７：００ 
場 所  航空会館 ７階 大ホール（東京都港区新橋１－１８－１） 

総合司会 倉山 文男（宇都宮大学 地域共生研究開発センター ＵＲＡ室 リサーチ・アドミニストレーター） 

地域特性を活用した「多能工型」研究支援人材養成拠点 
（共同実施大学／茨城大学 宇都宮大学 群馬大学 連携大学／埼玉大学） 

シンポジウム

      ― 研究マネジメント人材のあるべき姿を探る ― 

13：30～13：35 

 １．開会挨拶 
    和泉 孝志（群馬大学 理事・副学長【研究支援人材育成コンソーシアム運営協議会主査】） 
 

13：35～13：55 

 ２．来賓挨拶 （文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課） 
 

13：55～14：15 

 ３．問題提起    研究経営 
   「大学改革の中の研究支援とは」 
    山下  洋（文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課  大学技術移転推進室長） 
 

14：15～14：45 

 ４．基調講演 
   「岡山大学のＵＲＡ活動の取組とその展望、及びＵＲＡ組織のマネジメント」 
    山本 進一（岡山大学 理事・副学長（研究担当）/名古屋大学 名誉教授） 
               － 休憩 15分 －  

15：00～15：15 

 ５．“「多能工型」研究支援人材育成コンソーシアム ” の現場報告 
 

15：15～16：40 

 ６．パネルディスカッション「大学改革の中の研究支援」 
     大学改革の中で期待される研究支援。しかし、具体的に何をすればいいのか。本パネル 

    ディスカッションでは実際に業務にあたるＵＲＡや共同研究センター専任教員を招き、仕 

    事の本質を語っていただく。研究支援の現場でどのような問題が生じ、どう解決し、いか 

    に大学改革に貢献しているか。若手ＵＲＡ必聴！！ 

 
      パネラー：  永冨 太一（香川大学 社会連携・知的財産センター 副センター長/准教授） 

             江端 新吾（北海道大学 大学力強化推進本部 

                   ＵＲＡステーション シニアＵＲＡ/主任ＵＲＡ） 

             村上 壽枝（東京大学 政策ビジョン研究センター 

                   特任専門職員 リサーチ・アドミニストレーター） 

             平山 太市（茨城大学 大学戦略・ＩＲ室 ＵＲＡオフィス ＵＲＡ） 

             伊藤 正実（群馬大学 研究支援人材育成コンソーシアム室長） 
 

      モデレーター：澤田 芳郎（茨城大学 大学戦略・ＩＲ室 ＵＲＡオフィス ＵＲＡ） 
 

16：40～16：55 

 ７．「多能工型」研究支援人材とその育成プログラム 
    伊藤 正実（群馬大学 研究支援人材育成コンソーシアム室長） 
 

16：55～17：00 

 ８．閉会挨拶  
    池田  宰（宇都宮大学 理事・副学長 
           【研究支援人材育成コンソーシアム運営協議会副主査】） 
 

終了後 情報交換会（場所：航空会館、会費制）（17：15～18：15） 

 
参加を希望される方は、裏面参加申込書によりFAXまたはEmailにて平成27年11月27日までにお申し込みください。 



研究支援人材養成拠点シンポジウム申込書 
 

申込日：平成  年  月  日 

 
●参加者● 
 

 お名前 
 （ふりがな） 

 
 お名前 
 （ふりがな） 

 
    〒 
 住 所 
    FAX：            
 
 所属機関名 
  
 送付先 「多能工型」研究支援人材育成コンソーシアム事務局 
        群馬県桐生市天神町一丁目５－１  群馬大学研究・産学連携推進機構内 
        TEL：０２７７－３０－１１００ FAX：０２７７－３０－１１９２ 
        Mail： kenshien@ml.gunma-u.ac.jp 
        「多能工型」研究支援人材育成コンソーシアムのホームページ 
        http://www.ccr.gunma-u.ac.jp/kenshien/ 

【会場案内】 

    会  場    航空会館  東京都港区新橋 １－１８－１  

    アドレス    http://kokukaikan.com/ 

    アクセス    ＪＲ新橋駅 日比谷口 徒歩5分 

      地下鉄 東京メトロ銀座線・都営浅草線 新橋駅 ⑦出口 徒歩5分 

      地下鉄 都営三田線 内幸町駅 A2出口 徒歩30秒 

下記参加申込書に必要事項をご記入の上、送信してください。 

出席   欠席 

情報交換会（会費 2,000円） 
（どちらかに○をつけてください） 

出席   欠席 

趣 旨 
 

 大学における研究支援では、外部からの研究資金の受入状況が一つの重要な成果指標であり、

その活動に関わる人達は、より能動性や自律性が求められる。即ち、“分析”する、あるいは

大学内教員からの依頼に“対応”するだけでなく、実質的にプロジェクトを能動的に“企画・

立案”して実行することも求められる。しかし、現時点ではその為のスキルやリテラシー獲得

のための道筋は必ずしも明確化されているとは言えず、現実の姿とのギャップが存在する。さ

らには、将来の目指すべき姿においても、単に研究資金を受け入れる事を目的とすべきなのか、

“論文”の生産効率が主題なのか、あるいは本質的な学術研究への寄与が重要なのか多様であ

る。一方、国立大学法人の“改革”が求められる中でこうした活動に期待が大きい事も事実で

ある。 

 「多能工型」研究支援人材育成コンソーシアムの人材育成目標は、外部資金を受け入れる学

術的な意義性を持ったプロジェクトを年間２０件創出するところに設定している。この成果を

創出するには、来たものに対して、受け身の“研究支援”を行うだけでなく、能動性や自律性

のある支援が求められるため、本コンソーシアムの教育プログラムもそのような志向性で設計

している。本シンポジウムでは、上述の背景の中で、現状の姿を踏まえながら将来の研究支援

人材のあるべき姿やその組織のマネジメントのあり方を展望する。 


